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　　　　　　1，緒　　　冒’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マイクロ波の給電線としてこれまで使用さ勉てきた

　　　　　　融の糊がさかん焼つて，殿．帳．短波から超　導囎についtas＄t：SC肌・刻・髄湖さat5よ

．灘翻課簾灘鶴ヱ蹴灘　二巌登£鵜驚識辮畿堪ついて

　　　　　鍵欄鰭鷲（慧羅謡お品婆講譲嬬誰1謂奪詣£1灘
　　　　lMq波長にしで3°’cm一から’1じm躯園）の技徹軌磁界が麓り勘までひろがるので，翻の鞭赫ぎ

　　　　欝中に匠ダー初他の兵器に關漣してV’ちじるし曜　られることに筋う1∴．　　・t
　　　　競示し識後においては近麟瀦1よもちろんのこと　屍醜し磁囎擁薗灘路の擁をもう少しく’

　　　　灘灘膿籍盤雛潅轟ζL黙：筆紬騨襯時を雛る
　　　　　通信の主流をなしてきた有線通信にとつて代らんとする

　　　　・勢を示してvgる．　　　　　　　　　　　　　　・　ご　　2．∫導波讐の1＃質　　　　　　　　　’

　　　　　何ク・灘その性質力勢・f1）C”C・直接睡しのきく　導囎は申室の鞠め働内部に醐伽エネルギー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll一嚢蕪熱iil　l

　　　　が∫十藪年前から導鞍管がさかんに便われるよう’になづ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　諸た（』というよdは，導囎およびこ纏關翫たい　　　　　（・）痴囎灘・・　．
　　　　わゆる蝶回路の難醐かになる1こ從つて，マイ如　　　　　　一／

　　　　ら・遍軸線路嗣灘外離醐波のエネ・・新が軌・　　　嘱（b）趣形導洋算・　　　＿．

　　　　るということが嬉醸も鰍ぎさの騰勧小　　細導灘師電鯨嫌　9
　　　　ざく．でき・その弛いろいろの長所があるので，　波長10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實線は電氣力線，鮎線は磁力線
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たがつて管壁の蔓さが灘に比ぺて＋分罫ないと玲

がわるい砺ろうと・・う1こ≧は常灘的に拷えら泌が∴

實際に竜その通りであつて，（a）の矩形鋤面の導波管で
　　　4　　　　　　　　　　　　
骸繍力線睡直妨向の長さaO．2倍・，Φ）噸形
鞭の導波管では醐初・・7・倍ゆ粒V・波長の波f≧

けが博邊可能で，これよb長い波長の波は木きい減衰を

受けるために燭傳邊されないのである・・この・2σまオこは

L714なる波長を臨界波長ま渇ま癒臨波長といい，亡れ

に封鷹する周波教を臨界周波歎等といつている．　／

　こめよケに導汲管は高域渥波特性をもつているが，導’＼

麗の導騨鮪限である働に鵬界醸凱り高いt

　　逆比例するがヂ，が銅で　藤

　　ある場飽雌澗灘㌦
　　噛との關係の一例を示せば

　　第2圖のようになる．

　　　（減衰がαdbであると

　　いうのは，’入力を’P1，’

　　出力をP£・’とする≧き，
；

　　α』三1輿0910くP1〆PL））で與

　　　えられる値をさすめであ

　　．る．たとえば＿P，／P2　＃　10’

周波藪でも小さいながら

　　　　　　　　　　　　　　　zo2he　　　　．　Zbua7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周波数（Mc）

　　　　　　　　　　　　　　第2圖゜導浪管の減衰特性

　　　　　　　　　　　　　　（a）　矩形．導波管3（5．8、×2．9cm）

　　　　　　　　　　　　　　（b）圓形導波管（直径外6cm）

　　　　　　　　　　　　　　L（c）同軸管（外部導燈の内徳
　　　　　　　　　　　　　　　　4L6　cfh）’　　　　　　　　一　　　　、・

　　、ならα・・10　db，　PifP2＝ii　100ならα＝20　dbとなる・）圖

　　φ（・）は第燭（・》り膨騨管で・　・・　5．8cm・・b＝

　　2・9・m．・ag…　・（b遮響碗ζb）の彫導囎で酪

　　4．6c瓢『めもO（（a）と圃髄面種）の特性である・いずれ

　　　繍鯛鵬の附近で憲鵬融磁少し，最小値を掛
・’ ｬてからにほ鯛獺卿細こ覚猷て櫛してい
　　　る．周波歎が高ぐなると基本波型◎外に他の波型も傳題i

　　域にはいつてきて不都合を生ずるので，蜜際には減衰が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最小tif［’る周波歎より幾分低い周波籔で使用する．なお

　　　圓ゐ（c）は外部導腱の内脛が（b）と等しい同軸線路の

　　減豪で，導波管の實用周波歎範国では導波管より減嚢が

　　大きいことカゴわかる．實際には同軸線路では中心導髄を

　　支持するための誘電髄の損失が加わつて，減嚢は一暦大

く’　きくなゐ．　、　　、r　　　　　　　　　　i　　　’

　　　　マイク戸波あ襲接器や検波器に結合する部分には短い

　　　いが・ヒ鵡を導波管に結今す

　　　る方法の一例をee　3圖に示し

　　射板までの痺離Pを遡諭ご第3圖同軸線路とi

　　駅やれば撮ん韻舛、導瀬の齢
　　　し嗣軸maか噂波管ヘエ禍恥を逡りこむeとが

　　一できる．　　　　　　　、・
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　　　　　　　　　　　　：　1！生．産，研・究・

　3・妻薄舜線路　　　　、　　　　　．　一　／　　’・

　の　導波管は導膿に圖まれた室間・（誘電髄）一内に高周海の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　，干さ花ギーを傳逡させけものであるが，これをi重にして

導艦を中心としてその周園め誘電謹内に高周波のエネル

ギーを導萱豊に滑つて傳邊させるようにした庵のか表面灘

線路である．
　1　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　－．　　　　　　　－

　この表面波線路は具燈的にいえぱ，導髄の表面を適當’・

な厚さの誘電睦でおおつたものであつて，ナことえば普通

のエナメル錬などで屯よいのである．導膿だけでは電磁

　界が選方までひろがるために，邊

　螺および受端の結合裟置のところ

　で大きい輻射損失を生ずるのであ＼

　’るが，’適堂な厚さの誘電瞳で導髄

／　をおおつてやれば，電磁界が導磯・

　の周園に集中してきて，邊受端に

　おける損失も少くなり，また附近

　の物髄から受ける妨害も減少する

　わけである．

　　この線路に沿つて傳邊され

　　　　　　　　　　　　　第4圖　 表了酊波線路の．

　　　　　　　　　　　　　　附近の電氣力線の形

る電磁界は進行方向に電寒力の威分を有する波であつて

その電氣力線は第4圏の浜う．な形をしている・したがつ

て理譲的には無限に遠いところまで電界がひろがつてい

るわけであるが，

導盤からの距離と

共に電界の張さが

減少3“Pる程度は導

鰹の太さ，これを

おおう誘電麗の誘

電牽および厚さ，

ならびに周波籔に

よつ1て異なるので

あつて，誘電牽が

大きく，まte厚く・

おお？てあるほど，

留界は導膿の周園

に集申するのであ

る第5飼の實線

はその理論値の二

’三の例（文献、（2）

したもので，ポリ

エチレソで厚く被

①裸線（直コ蟹2，9！nm）②エナXル線

（直狸29mm，’エナメn厚さ　0．07㎜）
6ポリスチロール線（酪ユ9血m，ポリ

スチロール厚さO．02・mm）④ぷリエチレ
ン線（085mm鱒7室より，ポリエチ

レン被覆外径6mm）

’es　5圖　表面波線路の周園
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よく集中していることがわかるであろう，　　　、

x働振方法　　ところで第4圖のような電界の分布を作’　　・

るにはどうすればよいかという問題が起る．蓑面波は導　　　・

繊を中心≧する図封欝の電磁界であるか％逡受端でrk　．．　　Ir
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　纏騰総の線路に接績するのが好都合である■’マイクロ波

　，t’こ適する圓封講の線踏は周軸線路であるから，これを表

　面波線路に接i績することを考えればよい．第6圖はその

　一例で，同軸線路の中心導盤はそのまま表面競線路に接

　績し，外部導薩は直裡をゆるやか噂大きぐして，ラヅパ

・　め殊してある・このようにす鳩向鰍聯の雛

’，界か猿醸線路の融界に羅なく移憂騨つてバこ
　　　　．とができるのである．
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怨面波線路

・・�M側ではラッパの口径と同

　じ距離のところまでにみくま

　れるエネルギーがラ・パに肢50

し孜されて，有効に受僑される　　　　　．xvo

　庵4）と考えて大き診誤差はな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vg
　い’この部分のエ素1・ギーの漆2〃

論悌5彫ら求あること遷，　　§’
　　　　ポ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　ができるがら，これかち端局「＊”，　ip　　　　　　　プ・li

　畿置の能牽を計算することがN

　できる．i薩信側では可逆の理

メ蔓？て・畢關ζ剛騨，
　であるとして差支えない．e”一

　のように・して口脛33c母の．，

　ラヅパを邊受端に付けたとき

の搬調灘螺罐求め肪襯細SW
　’ta結果を第聰にLh・eして　．周漁絢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞゐロ　’　t－　’，
　泳してある凋波藪が高くな第7圓擁灘馨路ρ麟
　れば波長が短くなるから，ラ　振損失（Lh）および線路

誘叩幽・1焔土さヱ・．峨衰（研五・フ喚

　　第6圖　同軸線路を表面波線路に結霞する方法　　ノ

　第6圖のような端局裟置を使用しても，・完杢に無損失　、

1にすることはできなめが，ラッパの口脛を十分大きくす

煮ば，損失を十分小さくすることができる，その損失が

どの程度の犬きさになるかといケごとは；受1言側で考え

てみればわかりやすい．第5圖で読明しfa．　＊うに，導線．い

の周薗の電磁i界はi導線からはなれるに從つて躬くなるが

　　　　　　　　　　　　　　loa

4雛

フズ’窺

裸線ではよほど大きいラッ

、バを使用しないと鋤振損失　　　こ＼＼趣

を1db場下にすることさ
姻難であることがおかる　　②㌔，，。

　線盗め減簑　導燈の導副
電率が有限であることとこ　　　　　㊥

れを園む誘電鐙に損失があ釜

　ることとのために，線路の

長さに比例する減衰を生ず’

るわけであるがヂ直脛2

mmの銅線の表面に厚さ　　　　ラパ循径㈲

O・05　mmのエナ冬ルを塗つ　　第8圖　ラヅパの大選さ

た線狢についてこの損失を　にまる踊振損失の愛化，

計算した結果は第7圖のLc・導線は第5圖と同じもの

゜（銅の鰍によdi！k）およびL、・（エ＋・ルの魏膣損に

　よる屯の）の選うになる・’これによれば4000　M．に錫す

る減蓑は約55dI》kmとなつ

て・第2陛示v・導波管の

灘鑑盤美熱譲遷
’議を屯つと小さくできるの

　　　　　　　　　ヨ1であつて，40eo　Mcの周波籔

における減嚢と導腱の直脛と

の關係を計算した結果は第9t

圖のようになる．曲線（a）は

裸銅線i，　（b）は厚さ　0証m血

のエナメルで被覆した銅線の

場合て｝，後渚でも直座6mm

・以上になれば第2圖の導波管

’よ・り減嚢渉刀ヤさく廠ることカゴ

　　　　　物割合が榔嫉・饗聡簿あ聾
　c　　　端局装置の損失炉急激に減少　メル線，ラッパは口径
　　　　　．してu・くこと町φ鹸から39・m．湾，

　　　．わかう・第8圃はラ・パの醗と働擬損朱と壌臨を

　　　　　珈晦砺辞ついて騨した櫨蛎し憾無一
　　　　　．ナメル線ならを埴樫合5c瓢，ポリェチレソ線ならば直鰹
　　　’

　　　∵°叫に騨聯失岬b眺螂
謡1∴3蕊☆；1認・／罷㍑：曇，題、誌

　　　　　　　　　　　　　　　　，　踵径θη777）

　　　　　　　　　　　　　　第9圖　裸線およびエ
　　　　　　　　　　　　　　オメル線、（　Fナメルあ

　　　　　　　　　　　　　　厚さcr・1　mrn），ゐ減衰

　　　　　　　　　　　　　　≧綜裡iζの關係（計算

　　　　　　　　　　　　　，値）－t

おか・6”：i，裸線嫉減謙は小さいがド電磁舞力猿方までひろ・

飾働に附近の膿の搾綬け・また端駿勧損∵
失が大きくなつて工合がわるいめである．・

t

　　　4・表醸線騨購襯定　．　・：∵…　♂写

　　　手もとにある籔種類の導線を表面波線路として使用し．　：’1

，∫初爾端にいるいろの寸法瀬よ謝麟のわパ鮒けでづ
　　骸レ・ときの線路の醸綜び醸撒を主乱ヒニ

　　解◎0姫’姻灘で瀕腱戯ので・藩の結果に含いて時ト

　　轡るζ鼻レよう∴　！ごt　J－一㍗、
　　　導線興線酪a9曲）・．エナメ・噸値痙鐙
　　m囎鱒に綿卿晦の’n≠’・・it　’・‘・uerl9をし嬬の）ご．

　、’ボ財弾一・噸（醜39幽の銅線に嘩：さ約o・oz．．1

　　斑笹のポリスチ篇門ルを塗布した屯の），およびポリ≠虞蓬

t：，・レソ線1酪厩mm嫡織を7本まり合ぜ焼の∴，
　　にポヲ　＝一チPソを被覆して外痙を6mmとしゼもり）の・

　　侮種類である。∵”　　　こ　ご，・　　”“t’

　　　勲脚廊∴4（ト膿開雌鞭華ぎ1帯

∴誌認窓滋ジll∴∴



　3、∵　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
ヒ．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　－4£2

i”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

．．55cm）・β（簿製開r馨騨鎚畢32　c軌
　C（開口直樫t4．5　cm，長さ17　c窺銅板製に銀茎躬キ．を

　したもの）の3種類である．

＝測s方法．クラ1ス桓ソ2・紹弧でx生．Uk約
　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

儲42◎OMc　4～電力を導波管に加え，その端からを夙プで同

　軸線路に結合し，麟振用ラッパを輕て表面波線路に電力
　を醜する．線路あ他端は阿軸線路上の適當な融で鍾絡

　一レて定在渡を獲生さ炉る；表面灘線路の附近に鑛石検波・

・器をおき，線路からの距離を攣えて検波器の出力を測建’

へすれば，．線路の周園の電界の分布を求めるヒと渉でき

　るL働振端から見たQ・（庸調曲線のするどさを定める回

七銘定歎）を測定ずれば（その方法は專門的になるから省略

　、するが，丈献（3）（4）．を滲照されたい），働振用ラヅバ

t一の損失Lhど線路の摸失〆（αは輩位長當りの減衰，

冷1は線路の長さ）との和を求める三．とができるから，鐸か
：：’ｫ「－1を攣えて測定を行えば，Lガ薫よびceを求め為こと

　「ができる・　’　　：　t　　　　　　　　　　．

　　癩の蘭の電界分布　各種あ搬についてその周
　　＿　　　　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　．

　園の電界の分布を測定した結果を第5圖に理論直と比鮫

　して示してある．裸線では電界がかなり遠方までひろが’

論算購ヒ菊鷺耀黎露講罐
k、C皿以丙の部分に集申しでい6ことがおかる．

　＿線路φ損失および励振損朱　　4種類の線路を3種類一

　の塑裡いろいろに組合せ喬灘ρ長さを4・r24m’
　に攣えて濁淀を行い，その結果ふら線路4）減衰およ’び働
”’　・　L

C振用ラッパの損失（選受を合算した庵の）・を求めた結果

轡1舞示陣る揮雌は騨の2～皆倍とな・

1　第壊磯の臓および醸損知測麟課
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